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ABSTRACT

Athletic　performance　in　speed－skating　is　supposed　to　be　related　to

the亅orce　level　which　corresponds　with　the　onset　of　anaerobiosis。

Using　gas　eχchange　parameters　during　bicycle　ergometry，　we　have

elucidated　the　importance　of　the　AerT　and　the　AnT，　in　particular
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AnT ，　for　speed－skaters　in　endurance　events 　（1988 ）．　study　has

been　performed　concerning　lactate　threshold　（LT ）　and　onset　of　blood

lactate　accumulation 　（OBLA ）　during　speed －skating　on　the　ice．　In

order　to　investigate　the　feasibility　of　LT　and　OBLA　dut・ing　speed－

skating　and　its　relations　to　performance ，　19　male　collegiate　speed－

skaters　volunteered　for　the　study ．　LT　and　OBLA　were　determined

during　a　series　of　g　bouts　of　1000　m　skating　with　incremental　modes

of　speeds　（m　・　s－1）in　an　indoor　333　m　oval．　Maximal　oxygen　uptake

（Vo2 － ）was　obtained　during　teadmill　running ．　The　velocity　at　which

LT （V －LT ）and　OBLA　 （V －OBLA ）　occured　during　skating　were　gre－

ater　in　all－rounders　（AL ；n 〒9 　）　than　in　sprinters　（SP 　；　n＝　10，　NS）．

AL ’s　Vo2＿（m い　kg’1　・　min　l）　was　significantly　higher　than　SP’s。

0f　the　parameters　examined ，　only　Vo2．。was　significantly　related　to

skating　performance ．　V－LT （r＝二0．55，　P＜　0．05）　and　V－OBLA　（r 二0 ．73，

P ＜0 ．00D　were　related　to　training　volume　prior　to　the　test．　It　might

be　suggested　that　neither　LT　nor　OBLA　are　directly　 ，　related　to

athletic　performance　in　speed－skating．

1 ．一緒　　 言　　　　　　　　　　 ∧

スピ ード スケートの惰力滑走時（接氷 期の約

80％戸 には， 股関節および膝関節の伸筋群にそ

の最大筋出力 （MVC ）の25 －35％ の等尺性筋収

縮を強いることになる8）／このような筋力 発揮は，

筋への血流の一部あるいはすべてを阻止すること

になり7），代謝 は無酸素性機構への依存を余儀な

くされ， 筋には乳酸が蓄 積し始 まると考えら れ

る．事実，同一相対強度（％Vo2 ＿）では，自転車

駆動よりもスピードスケート滑走の方が高い血中

乳酸濃度（以下，LA 濃度）を示すことが報告され

ている气　そして， スピードスケートの競技成績

が，無酸 素哇機構の発現する時点の出力 パワーと

関係することも示唆されている气

このようなエネルギー代謝の変換点あるいは移

行点 を示 すと考え られる代表 的な指標 として，

LA 濃度の上昇開始時点であ るLactate　Thresh －

old （LT 戸 とLA 濃 度 の4　mmol　 ・　冖 時点 であ

るOnset　of　Blood　Lactate　Accumulation

（OBLA ）30）と い った最 大下 作業時 のLA 濃度 の動

態 を もと にし た指 標 が考察 さ れ， パ フォ ーマ ンス

の予 測28・33・35）， ト レー ニ ン グ状 態 の評 価1，2Dお よび

持久 性ト レ ーニ ングの強度指 榲 と して用 い られて

い る17．3气

こ れまで の報 告 によれば，LT やOBLA の絶 対

値お よ び相対 値 は， と もに持久 的競 技 の スポーツ

選手 が筋 力 ・ パワ ー的 種目 の選手 に比 較 して 高い

値を示 ず3 ）．ま た，同一 種 目にお い て も，競技 時

闘が長 い選手 ほど，お よ び競 技カ レベ ル の高 い一

流選 手 ほど高 いLT お よ びOBLA 値 を示 す こと

が知 ら れて い る9joJ．33．35）．Schmid　et　al ．29）によれ

ば， 自 転 車 漸 増負 荷 駆動 で測 定 し た ス ピ ー ド ス

ケ ー ト選 手 のOBLA 値 は， 長 距 離 選 手 が短 距 離

選手 よ り も有 意 に高 い値 を 示 す も の の， 他 の ス

ポーツ種 目の選手 との比較 で は， スピ ー ドスケ ー



卜選手のそれは中距離的 スポーツ種目と同様の特

徴を示すという．

しかしながら， 測定時の運動様式としてスピー

ド スケート滑走を用い， その運動中のLA 濃度の

動 態 か ら スピ ード スケ ート選 手 のLT お よ び

OBLA とを求 め競 技成績との関連について検討

した報告はみられない．

そこで，本研究では， スピードスケート滑走中

のLA 濃度 からLT とOBLA とを測定し，短距

離選手 （Sprinter　；　SP） と長距離選手 （All

arounder　；　AL）とで比較するとともに，競技成

績との相関関係からスピードスケートの競技力向

上に及ぼす影響について検討することを目的とす

る．

2 ．研究方法

2．1　 被検者　　　 ノ

被検者は，NT 大学とTY 大学 のスケート部に

所 属す る6 ～14 年間 の競技歴を有 する大学 ス

ピ ード スケ ート選 手男 子19 名 であ った（年齢

20．3±1 ．1歳， 身長171 ．5±4 ．9　cm， 体重66 ．4±

5．04　kg，　体脂肪率11 ．4士2 ，80％，除脂肪体重58 ．7

±4 ．01　kg；平均 士標準偏差）．なお，身体組成は，

水中体重秤量法によって測定した1气

被検者には，事前に本研究 の目的と研究方法お

よびLA 濃度 の測定にともなう苦痛と危険性等に

ついて十分説明して研究に参加することの同意を

得 た． 被検者 のうち10 名 は， 主 に短距 離種 目

（500，1000 ，1500　m ） を専門とする短距離選手

（SP 群）であり，残り9 名が長距離種目（3000　m

以上） を得意とする長距離選手 （AL 群） であっ

た． また，氷上 における滑走トレーニングは， 測

定 の約1 ヵ月 前か ら実施されていたが， そのト

レーニング内容は，おのおののチームおよび選手

ごとに別々の処方で実施されていた．すべての被

検者には，測定前 の2 ヵ月間のトレーニングを記

録させ，そのうちの氷上滑走トレーニングの距離
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数 （km ） を積 算して，以 後 の 分析 に用 い た．

2．2　LT とOBLA の測 定

LT とOBLA は，　333　m 公認 トラ ッ クを有 す る

屋 内 スケ ート場 で測定 し た． 具体的 に は， 被 検者

2 名 を1 組 として， 交 互 に同 ト ラッ クを3 周 づつ

滑走 させた．滑走 速度 （V　：　m　・　s’－l）　は ，1 周40

秒か ら開始 し，1 回 ごとに2 秒づ つ短 縮 して ゆく

方式 で のスプ リット・ タイ ムを設定 して ， 測定 の

ため の休息 を はさんで 疲労 困 憊 に至 る ま で8 ～9

回 漸 増 した． 各回 の滑走 速度 と して は，2 周目 と

3 周 目 の平 均滑走 速度 を採用 し た． なお ， 各回 ご

と の滑 走 の時 間間 隔 は，1 分30 秒 か ら2 分 間 で

あ った．

採 血 は各 滑走 直後 の休息 中 に指尖 よ り 医師 が行

な い， 直 ち に全血 を シリン ジペ ット （25 μ1） に

よってYSI 社製 自動乳酸 分 析装 置 （Mode1　23　L ）

に注入 してLA 濃度 を分 析し た． 分 析装 置 の較正

は， 濃度 が既知 の標準 液 （5 ，　15　mmol　・　／－’1） を

用 いて サ ンプル4 ～6 本 ご とに行 な った

心拍 数（HR　；　bpm）は，キ ャノ ン社製 スポ ーツ

テ スタ ー （PE －　3000） を 用 いて15 秒 ごと に連続

測定 し， 各 滑走 中にお け る最 高値 を滑 走 中心 拍数

と した． また， 主観的 運動 強度 （RPE ） を各 滑 走

直後 に小 野寺 と宮 下26）の スケ ール に基 づ い て記 録

し た．

LT とOBLA が 発 現 す る時 点 の滑走 速度 （V 一

LT ，　V －OBLA　 ；　m・s－1） は，V しLA 関 係式 を

Beaver　et　al ，3）の報告 に したが って，　log　V －log

LA 処理 した後， 変 曲点 を内視 し直 線回 帰 によ り

決 定 し た， 変 曲 点 が 同 定 で き な い 場 合 に は，

OBLA の みについ て算出 した． 図1 に は，LT と

OBLA の決定 法 について示 した．最 高 滑 走速 度 に

対す る割合 （％V －LT ，％V －OBLA　 ；　％ ） は， そ

れ ぞ れV －LT ，V －OBLA を 以 下 で 調 査 し た500

珥公式 記 録を平均 滑走 速度 （m ・s －1） に 換 算 した

もので除 して求 め た．同様 に，LT とOBLA 時点

のHR 　（HR 　LT ，　HR べ）BLA　；　bpm ）　お よ びRPE
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図I　LT とOBLA の決定法

（RPE －LT ，　RPE －OBLA ）は，VしHR ，　VしRPE 関

係式におのおのV －LT ，V －OBLA を代入して決

定した．さらに，　HR 　LT，　HR －OBLA を速度漸増

滑走時で得られた心拍数の最高値 （HR　peak　 ；

bpm ） で 除 す こと によ って そ れ ぞ れ％V －LT

（％）， ％V －OBLA （％）を算出した．

2．3　 最大酸素摂取量の測定　　　 コ

最大酸素摂取量（Vo2 ．．）は，トレッドミル走に

よる速度漸増負荷法によって測定した 測定 は，

トレッドミルめ傾斜角度を5 度とし走行速度180

m　・　mjn－1　において3 分間の ウォーミングァップ

の後， 初期速度180 　m・min 　1から開始し，1 分

ごとに20　m　・　min　1　づつ速 度を漸増し全ての被

検者において8 ～10 分間で疲労困憊とな るよう

な負荷を設定して行なった．呼気ガスを1 分ごと

にダグラス・バックによって採集し，換気量 は乾

式呼気ガスメーターで測定しだ．また，呼気ガス

中の02 およびCO ，濃度は， ショランダー微量ガ

ス分析器で求 めた．　　 ダ　　　　ト

V’o2＿ の達成基準としては，D 最高心拍数の

水準（HR － ＞180　bpm ），　2 ）レベリング・オフ

（＜±150　ml　・　min　0．　3 ）最大運動時の呼吸商

（R ）がLO 以上を指標とし，いずれか2 指標を満

足したものをVo2 ＿ とした．

2．4　 競技成績と統計処理

スピードスケートの競技成績は，1987 ～1988

年度のシーズン中の公式競技会で記録されたもの

を対象に√各選手の各種目の最高成績を平均滑走

速度「m ・s」）に換算して用いた．

統計処理として， 各測定項目について，SP 群

（n＝10 ）とAL 群（n＝9 ）ごとに平均値と標準

偏差とを求め，両群間の平均値の有意性をt 検定

法を用いて検討した．さらには，競技成績に及ば

すLT およびOBLA の影響を，重回帰分析を用

いて検討した．なお，いずれの検定においても，

5％ 水準でもって有意とした．

以上の測定は，　1987年11 月上旬に長野スケー

トセンターで実施された．測定気温（室温）は－

2°C～＋6 °Cの範囲であり，氷温は－5 °C～－

2°Cの範囲であった．



3 。結　　　 果

表1 には， 被検者の身体特性と競技成績につい
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て，SP 群とAL 群との比較で示した．SP 群は

AL 群に比較して体重で有意に大きな値 を示した

が，体脂肪率および除脂肪体重（LBM ）で も大き

表1　 被検者の身体特性と競技成績

変　　　数

全被検者

（n ＝　19）

平均土SD

短距離選手

（nこ10 ）

平均士SD

長距離選手

（n ＝9 ）

平均土SD

年齢（歳）

身長（cm）

体重（kg）

体脂肪率（％）

体脂肪量（kg）

除脂肪体重（kg）

トレーニング距離（km）

競技成績（平均滑走速度，m・ぐ ）

500m

1000m

1500m

3000m

5000m

10000m

20．3士1．1

171．5土4．9

66．4士5．04

n ．4土2．80

7．6土2．24

58．7士4．01

191士42．6

汢39 士0．36（19）

12．25土0．40（1D

11．80土0．36（↓7）

11．05土0．33（5）

10．68士0．40（9）

10．33土0．45（7）

20．6土L3

173．2土4．4

68．6土4．81

12．2士3．23

8．4土2．60

60．2土315

172士392

12．49土0．31（10）

12．16土0．41（8）

11．67土0．24（8）

－

－

－

19．9士0．8

169．6土5．1

63．9土4．25＊

10酒土2．09

6．7土↑．46

57．1土3沼3

213土37．1＊

12．28土0．40（9）

12．49土0．29（3）

11．91士0．42（9）

11．05土0．33（5）

10．68土O。40（9）

10．33士0．45（7）

備考：＊P＜　0．05　；短距離選手と長距離選手とで有意差あり

（　）；人数

表2　VO2 　maxおよびLT ， OBLA とそれに付随する変数

変　　　数

全被検者

（n＝19）

平均土SD

短距離選手

（n＝↓0）

平均土SD

長距離選手

（n＝　9　）

平均士SD

V02－（X・分⊃

V02　max　・　wt　”Km／　・　kg‾1・分‾1）

V02－・LBM ”1　（ml　・　kg一1・分－1）

HR －（bpm ）

HRroa （bpm ）

LA －LT（mmo1 ・Z－1）

V－LT（m ・s－1）

％V－LT（％）

HR －LT（bpm ）

％HR －LT（％）

RPE －LT

V－OBLA （m　・　s－1）

％V－OBLA （％）

HR －OBLA （bpm ）

％HR －OBLA （％）

RPE －OBLA

4．41土0．29

66．6土3．77

75．2士3．11

↑92．2土5．73

190．2土5．86

2．74土0．68（15）

9．37土0．57（15）

7町 士4．84（15）

167．8土7．14（↓5）

88j 士3．30（15）

11．9土1．87（↓5）

9．64士0．76（18）

77．7士7．08（18）

172．3土8．87（18）

90．4土4．12（18）

↓3．2土1．69（18）

4．42土0．28

64．6土3．0↑

73．5士L94

193．6土7．07

192．3土5．68

2．67土0．44（6）

9．↑6土Oj9（6）

74．2士4．57（6）

167．2土9j9（6）

86．7土3．33（6）

11．7土↑．2↑（6）

9．37土O。78

75．↓士7．46

171．2土皿．33

89．0土4．60

↑3．0士L33

4．40士0．鉦

68．9土3．29＊＊

77．1土3．13

190．7士3．53

187．8土5．38

2．79士0．83

9．50士0．61

77．4土4．84

168．2土5．38

89．6士2．88

12．1土2．26

10．00士0．59（8）

81．0土5．32（8）

173．8土4．68（8）

92．1土2．79（8）

13．4土2．13（8）

備考： ＊＊P ＜0 ．01　；　短距離選手と長距離選手とで有意差あり．

略号は本文を参照のこと

（　 ）；人 数
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な傾向にあった． スピードスケート競技成績は，

SP 群 が短距離種目で高い滑走速度を示す傾向 に

あ ったが， その差 は統計的に有意な もので はな

かった．また，SP 群では3000　m 以上 の距離を滑

走した者はいなかった． 被検者の氷上トレーニ ン

グ期間は3 日～4 週間の範囲であって，総滑走距

離で みたトレーニング量 はAL 群 がSP 群よりも

有意に多 かった．

表2 には，Vo2 ＿ およびLT ，0BLA とそれに

付随する変数について両群間の比較で示した．

Vo2 ＿ では， 体重（wt ）当たりおよびLBM 当た

りで表わした値においてAL 群とSP 群との間に

有意差が認 められた．LT およびOBLA について

みると，LT でSP 群の4 名およびOBLA でAL

群 の1 名については，決定することができなかっ

た．LT およびOBLA 時のいずれの変数において

もAL 群がSP 群よりも高い値を示すものの， そ

の差 は統計的に有意なものではなかった．図2 に

は，本研究 の結果の要旨をまと

めて示 した． また，LA 濃度の

滑 走 速 度 の 増 加 に と も な う変 化

をSP 群 とAL 群 お よ びSmith

＆ 　RobertsR の 報 告 し た カ ナ

ダ ・ ナ シ ョ ナ ル チ ー ム と の 比 較

で 図3 に 示 し た． 図 に示 さ れ る

よ う に，9m　・　s－1を 越 え る 滑 走

速 度 で は，AL 群 がSP 群 よ り も

低 いLA イ直を 示 す 傾 向 に あ っ た．

ス ピ ー ド ス ケ ー ト の 競 技 成 績

と の 関 係 に つ い て み る と，

Vo2 ＿ （mZ　・　kg一1　・　min ⊃　 と

1500　m　（r ＝ 　0．65；　・P＜ 　0．01） お

よ び5000 ・m 　（r ＝ 　70；　P＜0 ．05）

で の み 有 意 な相 関 関 係 が 認 め ら

れ た （表3y　 ま た，　V －LT

（m　 ・　s－1） お よ びV ～OBLA

（m ・s 一一1） を 加 え て 重 回 帰 分 析
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図2　 本研究の結果の要旨
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図3　 滑走速度の増加にともなうLA 濃度の動態の比較

設定した滑走速度におけるLA 濃度をそのまま両群間で比較

した（＊；P＜（）。05）。

カナダのデータは4 分間の定速滑走によって求めているため

やや高い値を示す。



表3　Vo2 とLT およびOBLA と競技成績との相

関マトリックス

a：P ＜0 ．05

b：P く0 ．01
c：P ＜O 。001

1 ．Vo2 ＿（mZ　・　kg　’　・　min⊃ 1
C：P ＜O 。001

2，　V－LT　（m ・s⊃ ．34 2

3 ．V 一〇BLA （m ・s⊃ 。20．68゙ 3

4 ．トレーニング距離（km ） ．36．5？ ．73c 4

5．競技成績500　m　（m ・S⊃ ．09 j2 引4 ．02

6．　　　　1000　m　（m ・ぐ ） ．55 j3 う8 ．10

7．　　　　1500　m　（m ・S⊃ ．ぼ ．40 ．26．66゙

8．　　　　3000　m　（m ・S⊃ ．45．33 ．60．79

肌　　　　5000　m（m ・ぐ ） 703 う4 づ4 ．28

10．　　　10000　m（m ・ぐ ） ，75．37 ．34 ．48
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4 ． 考　 察

ス ピ ー ド スヶ － 卜男 子 選 手 のV02 ＿ は，　4．14

1・min －1（56 ．1　m／　・　kg　1　・　min－ツ2）か ら5 ．58／・

min 　1　（72 ．9　mI・kg －1　・　mifl ）゙ ）の範 囲 であ る こ

とが報告 さ れてい る． 根 本 ら2‘）は， 日 本 人大学 一

流 ス ピ ー ド スヶ － 卜 選手 を 対 象 に 自転 車 駆 動 に

よって3 ．95／　・　min　1　（58 ．4　ml　・　kgf1　・　min－1） と

い う値 を報告 して い る． 本研究 のVo2 ＿ は， この

値 より も11 ．6M 大 き い が ト レ ッ卞 ミ ル走 が 自転

車 駆 動 よ り も約10 ％ 高 く な る31）こと を 考 慮 す れ

ば， ほぼ同 様の体力 水準 の被検 者 であ っ たこ とが

うか が われ る．

スピ ード スケ ート競技 の総 エ ネル ギ ー需 要量 に

対 す る無酸 素性 と有 酸 素 吐エネ ル ギー獲 得 機構 の

寄与 の割 合 は競技時 間 によ って異 な る こ とが考 え

られ， 長 距離種 目で はエ ネル ギー獲 得 に 占 める有

酸素｜生機構 の比 率が高 ま る气　 こ のよ うな代 謝特

異性 を 考慮す れば，体力 要素 とし て高 いVo2 ＿ 値

を有 す る ことは， 競 技成績 を高 め る上 で有 利 にな

ると考 え られる．

Vo2 ＿ （X　・　min　J）　と スピー ド スケ ート競 技成

績 と の関係 をみ ると， 長 距離選 手 が短 距 離選 手 よ

り も大 き な値 を示 し2゛ ）， さ ら に は両 者 の間 に は

1500　m　（滑 走時 出力 パ ワ ー；W ）でr ＝0 ．6311）お よ

び1000　m ～5000　m 間 でr ＝　0．47～0 ．7424）の相関

関 係 があ ること が報 告 さ れて い る． 本 研 究で も，

AL 群 がSP 群 に比 較 し て 有 意 に 大 き な 値 を 示

し， かつVo2 ＿（ml　・　kg－’1　・　min　’）と1500　m　（r

＝0 ．65） お よび5000　m　（r ＝0 ．70） と の間 で有 意

な相 関関 係が認 め られた． 一 方， 最近 のNemoto

et　al夕 の報 告で は，Vo2 － と スピ ード スケ ート競

技成 績 ど の間 に はいづ れ の種目 で も有 意 な相関 関

係 を 認 め る こ とが で き な か っ た． こ の 原 囚 と し

て， スピ ード スケ ートの 惰力 滑走 中 の静 的筋 収縮

によ って血 流が阻止 され るた めに，酸 素 運 搬 能を

十 分 に活 用 で きな いこと が指摘 さ れて い る气

100　　　　　　　　200　　　　　　　　300

Training　Volume 　（km ）

図4　LT お よ びOBLA と ト レ ーニン グ量 との関係

のトレーニングにおける滑走距離（km）と有意な

相関関係が認められた（図4 ）．
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惰力滑 走中 の血流阻 止 は必然 的 にそ こで の代 謝

の無 酸 素性 機構 へ の依存 を余 儀な く し， 筋 へ の乳

酸 の蓄 積を 導 く．　Ingen　Schenau　et　ai 芦 は， ス

ピ ード スケ ート競技成 績 が無酸 素 性機 構 の発 現す

る時点 の出力 パ ワーと関 係す る ことを示 唆 した．

そ して，　Nemoto　et　al ．25）は，自転 車駆動 で測 定 し

たAerobic　threshold 　（AerT　 ；～LT ） お よ び

Anaerobic　threshold　 （AnT　 ；～OBLA ）が，と も

に長 距離選 手 が短距 離 選手 に比 較して大 きな値を

示す こ とを明 らかにし た． しか し，　AerT およ び

AnT と競 技 成 績 と の間 に有 意 な 相 関 関係 を認 め

ること はで きな かった が， その原因 としてAerT

お よ びAnT の 特異 性3゛と 測定 時 期 の 問題 を指 摘

してい る．　　　　　 レ

本 研 究 で は，LT とOBLA の特 異 性 を 考慮 し

て， 測定 時 の運動 様式 と して スピ ード スケ ート滑

走を 用 いて求 め たが，LT お よびOBLA 時 のいず

れの変 数 にお い て もAL 群 がSP 群 よ り も高 い 値

を 示す ものめ統計 的 に有意 な もので はな く， さ ら

に はスピ ード スケ ート競技 成績 と の関 係 で も，V

－LT （m　・　s－I）およ びV －OBLA （m　・　s－I）のい ず

れで も有 意 な相 関関係 は認 め られな か った．

こ の原 因 とし て， スピ ー ドスケ ート競技 にお け

る無酸 素性 機構 の関与 の重 要性 を考 え ねばな らな

い゛J ’气 事 実，スピ ード スケ ート競技 直後 のLA

濃 度 の ピ ー ク値 は，　13 ．3～17 ．3　mmol　・　．1－18），

13 ．35～15 ．59　mmol　り －j　j8）お よ び15 ．7～17 ．7

mmol　 ・　X－132）の範 囲 で あ る こ と が 報 告 さ れ て い

る． すな わち， スピー ドス ケート の長 距離 種目 で

あ って も10　mmol　 ・　1－1　を越 す高 い血 中 乳酸 濃 度

の もとで競 技 が遂行 さ れる ことを考 慮す れば， 最

大下 作業時 のLA 濃 度 の動 態を もとに した指標 で

あ るLT やOBLA が スピ ード スケ ート競 技成 績

に直接 的 な影響 を及 ぼす と は， 考え に くいとい え

よ う1气　ま た，LT お よ びOBLA の生理学 的機 序

に関 して， 最近 の研 究 に よ ってLT やOBLA が

必 ずし も筋代 謝 の変 換点 を示 す もので はない こと

が指 摘 さ れてい る5）．さ らに は，スピ ード スケー ト

滑走 中 のLA 濃度 め動 態 は不明 であ るうえ， 滑走

直後 のLA 濃度 の持 つ生理 学的意 味 も明 確で はな

く， こ れ まで 使 用 され て き たLT やOBLA の概

念 を その まま スピ ード スケー トに応 用 するに は疑

問 が残 る．　　 二

さ ら に は，LT とOBLA の測 定 時 期 が 氷 上 ト

レ ーニ ングを開始 して約1 ヵ月後 で あ って， 試合

期 と約2 ヵ 月 間離 れてい たこ とが指 摘 され よう．

す なわち， 本測定 以 降 のト レーニ ングによ って，

被 検者 のV －LT （m ・s －1）およ びV －OBLA （m ・

s－I）が影響 を受 け た可能性 を否定 す ること はで き

ない．

この こと は，V －LT （m　・　s－1）　お よ びV －OBLA

「m ・s 」） が トレ ーニ ング量 （滑走 距 離 鈿 ） と有

意 な相 関関 係 が認 め られた （図4 ） ことか ら も，

そ の可 能性 が 裏づ け られ よ う28・气 本研 究で 求 め

た トレ ーニ ン グ量 は持久性 ト レ ーニ ン グそ の もの

の指標 で はな いが， こ の時 期 の スピ ード スケート

の トレ ーニ ン グで は比較 的長時 間 の スケこーティ ン

グによ る処 方 が多 く， 特 にAL 群 で そ の傾向 が顕

著で あ った， 持 久性 ト レーニ ングは， 運動 中 の筋

で の乳 酸 の産生 を抑 制す るlo）一 方， 筋 か らの乳 酸

の 除 去 を 促 進 す る゛こ と に よ っ て，LT お よ び

OBLA が高 進 する こと が知 られて い る．した が っ

て， 本測定以 降 の ト レーニ ングに よ 二って， 被検 者

のV －LT （m　・　s－1）およ びV －pBLA （m　・　s－J）が

影 響 を受 け た可 能性 は十分 考え ら れ， 試合 期 にお

け る同 様 の測定 が今後 の課 題 となろ う．

次 に， スピ ード スケ ート滑走 にお け る技術 的 要

素 の影 響 が考え ら れ る19が， 最大 下 速度 滑走 時 の

LA 濃 度 に及 ぼす スケ ーテ ィ ングの技術 レベ ルの

相違 の影響 につ いて は現在 の とこ ろ明 らかで はな

く， 仮 説 の域を 出な い． しか しな がら， 図3 に示

さ れたSP 群 とAL 群 とのLA 濃度 の差 異 に は，

前 述 の 持久 性 ト レ ーニ ン グの影 響 に加 えて， ス

ケ ーテ ィ ング技術 の相違 が少 なか らず影 響し てい



ることが考えられる．同様に今後の課題のひとつ

となろう．

5 ． 要　　　 約　　 ≒

本研究 で は， スピ ード スケート滑走 中 のLA 濃

度 か らLT とOBLA とを 測 定 し， 短 距 離 選 手

（Sprinter　 ；　SP） と長 距離選 手 （All －arounder　 ；

AL ）とで比 較 す るとと もに，競技成 績 との相関 関

係 か ら スピ ード スケート の競 技力 向上 に及 ぼ す影

響 に つ いて 検 討 す る こ とを 目 的 とし た． 大学 ス

ピ ード スケ ート選手男 子19 名を対象 に，333m ト

ラッ クにおけ る スピー ド スケ ート速度 漸増滑走 中

の血 中 乳酸 濃 度 か らLT とOBLA とを測 定 し た．

最大 酸素摂 取量（Vo2 － ）は，トレ ッド ミル走 によ

る速 度漸増 負 荷法 におい て求 めた． そ の結果， 以

下 の ことが明 らか にさ れた，

1 ）LT およ びOBLA 時 の滑走 速 度 （V －LT　；

m　・　s－1，　V－OBLA　 ；　珥・s 紬） は，AL 群 がSP 群

よ り も高い値 を示 す ものの， その差 は統 計的に有

意 な もので は なかっ た．

2 ）V02 ＿ は， 体重 当 たりお よ びLBM 当 たり

で表 わし た値に おい てAL 群 とSP 群 との間 に有

意 差 が認 め られた．

3 ） スピ ード スケート の競技成 績 との関 係につ

いて み ると，Vo2 ＿（ml　・　kiT1　・　min　’）と1500　m

（r ＝0 ．65；　P＜0 ．01）およ び5000　m　（r ＝　0．70；　P＜

0．05）で のみ有 意な相 関関係 が認 め られ た．　V－LT

（m　・　s　’）お よ びV －OBLA （m　・　s－1） のいず れ も

重 相関 係数を 有意 に高 めるこ と はなか った．

4 ）V －LT （m ・ぐ ）お よ びV －OBLA （m　・　s”1）

は， と もにト レーニ ング量 （滑走 距 離；km ） と有

意 な相 関関 係が認 め られた

以 上 の結果 よ り， 最大 下速度 滑走 中 のLA 濃度

の動 態 を もと に し た指 標で あ るLT やOBLA が

スピー ド スケ ート競技 成績 に直接 的 な影響を及 ぼ

す と は考え に くい ことが示 唆さ れた．
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